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平成20年度 国土交通省 エコ通勤

エコ通勤実施状況

クルマ削減への意識

従業員の皆様の通勤実態

今回の取り組み

これからもエコ通勤？

○主な通勤手段は？ ○通勤手段の分担率は？

○エコ通勤を実施した人の割合は？ ○クルマの代わりの通勤手段は？

○普段の通勤手段を見直すきっかけに
なったか？

○見直すきっかけとはならなかった理由とは？

○CO2排出量は？

○地球温暖化のために、クルマ利用は
できるだけ減らした方がいいと思いますか？

○これからもエコ通勤を続けて
いこうと思いますか？

「とても思う」

「思う」

「少し思う」

「エコ通勤」
を実施した人

「エコ通勤」を
実施しなかった人

バス･鉄道

バイク

自転車

徒歩

その他

＜通勤手段の分担率＞
アンケートに回答された
各個人において、すべて
の通勤手段により、算出
した分担率

＜主な通勤手段＞
アンケートに回答された
各個人において、最も
利用割合の多い通勤手段

通勤時間が増加するため

勤務体制が不規則のため

会社までの鉄道・バスが走行していないため

通勤・帰宅時に鉄道やバスが走行していないため

通勤・帰宅時に他の用事があるため

既にエコ通勤に取り組んでいたため

その他

「とても思う」

「思う」

「少し思う」

「全く思わない」

「きっかけになった」

「少しきっかけ
になった」「全くきっかけ

にならなかった」

「とてもきっかけになった」

クルマ（運転）

自転車
徒歩

t-CO2/月

今回のエコ通勤の取り組みを
1年間継続したと仮定したときの

CO2排出削減量（拡大値）
＝ 3,689 t-CO2/年

※事前のCO2排出量は、事後アンケート回答に基づく推計値

クルマ（運転）

クルマ
（同乗）

オートバイ

自転車
徒歩

未回答

未回答

鉄道・バス 鉄道・バス

「全く思わない」

クルマ
（同乗）

オートバイ

11.6％
の削減

例） 飲み会のときだけバス通勤
最寄駅まで車で送ってもらい、
バス･鉄道で通勤 など

未回答

アンケートに参加した603事業所
約29,000名を対象に

アンケート集計結果から推計
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（コミュニケーション・アンケートの結果）
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